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ビロウドアオイ葉から主粘質物の単離とその主要構造

友田正司，清水訓子，鈴木ひろみ，高須智子

〔日本生薬学会第27四年会（1980年9月）で発表〕

〔目的〕ビロウドアオイの根〈アルテア根〉は欧米各国の薬局方，医薬品集に収載される著名

な生薬であるが， ビロウドアオイ葉も同様に用いられていた。これまでにアオイ科植物基原の生

薬のうち，アルテア根， トロロアオイ根，ノリアサ根，およびオクラ果実について，各水抽出物

の粘性を代表する物質を単離し，構造を研究して共通的な主鎖の存在を明らかにすると共に，相

互の相違点も指摘してきた。今回はビロウドアオイ葉の主粘質物について，従来我々が得た物質

と対比して構造上の共通点と相違点を述べる。

〔実験・結果〕夏季に採集した新鮮葉から室温で水抽出して得た粗粘質物を， DEAE-Sepha-

dex A-25 カラムクロマトグラフィーで精製し， 電気泳動， 超遠心， およびゲルクロマトグラ

フィーで単一性を示す粘質物を得た。極限粘度と収率から，試料の粘性を代表する物質と推定で

きる。〔α］~＋ 61.6°，〔ρ48.0 で，レラムノース：ひガラクツロン酸： D－クールクロン酸〈モル比，

1.5 : 1.1 : 1.0）で構成されるが，アセチル基 1.0%およびタンパク質 2.6%を含む複合多糖で

あった。 Taylor-Conrad法によりカルボキ、ンル基を還元した成績体を箱守法で、メチル化し，アル

ディトールアセテートとして GC-MS分析を行ない，また部分加水分解により数種のオリゴ糖を

得て，下記の主部構造の存在を明らかにしたが，複数の Rha連鎖と， GalA中 1/11を占める非

分岐残基も存在する。
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Androsteroneの雄性ラ＇＇／ト胆汁中代謝物である 2α，3a,16α－
Trihydroxy-5α－Androstan-17-0neおよび関連化合物の合成

松井道夫，青柳忍

〔日本薬学会第 100年会（1980年4月）で発表

〔目的〕演者らは雄性 Wistar系ラツトに Androsterone(An）を投与し，胆汁中代謝物カ通ら 2
－ 

およひ、 16－位に水酸化をうけた C1903- eroidsを同定した。しかし， GC-MSによる分析から An

の代謝物中に C190,-steroidsが存在していることも明らかとなったので，今回標記化合物を合成

し， An代謝物と比較検討した。
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〔実験〕 2α，3αーDihydroxy-5α－androstan-17-oneをρ－Toluenesulfonicacid存在下Isopropenyl

acetateと還流し， 5α－Androst-16帽 ene♂αJα，17-trioltricetateとし， これを Perbenzoicacid 

と反応させ 16α，17αーOxido石α－androstane-2α，3α，17j3-triol triacetate とし， 6NH2SO~-MeOH 

(2 : 1）中 25° で放置して 2αJα，16a-Trihydroxyるα－androstan-17-one(17-0ne）とした。 17-0ne

をNaOH-MeOH中で放置することにより 2α，3αユ7j3-Trihydroxy-5α合 ndrostan-16”one(16-0ne) 

に変換した。 17時 OneはNaBH4で還元して 5仕 Androstane-2α3α,16α，17舟tetrol(Tetrol）を合成

した。次に，胆管カニューレ手術を施した雄性 Wistar系ラットに〔aH〕An(0.73μCi, 3.4 μmole) 

を腹腔内投与し，胆汁中代謝物を AmberliteXAD-2, Sephadex LH-20 カラムクロマトグラ

フィーにより Monoglucuronide(MG), Monosulfate (MS）および Diconjugate(DC）分画に分

離し，各抱合体分間は酵素水解， Solvolysis後，得られた Steroidsを TLCで分離し， TMS誘導

体として GCおよび GC-MSにより分析し，標品との比較により同定を行なった。

〔結果・考察〕胆汁中代謝物の MS分画中から 16-0ne,17-0neおよび Tetr叫を同定した。

しかし， Anの主な代謝物は更に水酸化をうけた Polarsteroidsであることが示唆された。

オキサラト錨体の熱分析

藤江忠雄，小野智子，大野美由紀

〔日本薬学会第 100年会東京（1980年4月〉で発表〕

〔目的〕第97年会で報告した遷移金属アンミン錯体の熱分析にひきつづき，オキサラト錨体の

熱分析を行ない，配位予の脱離した温度，脱離もしくは分解に伴なう熱量を求め，オキサラト錯

体の熱的安定性について比較検討を試みた。

〔実験〕装置は理学電機製の示差走査熱量天びん（TG-DSC）を用いた。試料は一連のピスも

しくはトリスオキサラト金属のカリウム塩水和物 K2(M<II)(QX)2〕・xH20:M=Cu, Zn, K3 

〔M0II)(0X）ρ・3H20:M=Co, Fe, Cr, Mnなどのほか，オキサラト以外の配位子として，アコ，

アンミン，エチレンジアミン（en）などをもったオキサラト錯体の数種類NH，〔Co(OX) 2 (NHa) 2〕－

H20, NH，〔Co(OX)(en）心・H20,NH4〔Co(OX)(NH3)2CN02)2〕・H20,K〔Co(OX)CNHa)2CCOa）〕－

H20，〔Co(OX) (NH3) 5JN03 ・ 2H20，〔Co(OX)(NH3)2(H20)2〕NOaなどであり，これらはいずれも

合成して実験に供した。試料量は約 lOmgを用い，雰囲気は開放と蜜素気流中とを用いた。

〔結果〕配位子が 2種以上のオキサラト錯体は一般に熱分析の結果は複雑であった。配位子が

オキサラトのみの錯体について比較検討を行なったが，中心金属が Znの錯体は不安定で，測定

の初期から減量が見られ， DSC曲線も明確なものが得られなかった。またアンミン錯体のシュウ

酸塩〔Co(NHa)6J2(OX)a・4H20の熱分析も行なってこれと比較したところ，シュウ酸塩の方がオ

キサラト錯体より安定であった。また，オキサラト錯体の熱的安定性は，中心金属が Cr,Cu, Fe, 

Mn,Coの)I慣に｛尽くなっていくことがわかっ f-:.o
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